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富山市におけるホクリクサンシヨウウオの産卵状況，
卯数及び卵雲の形態＊
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富山市科学文化センター
ホクリクサンショウウオは，1984年に新種
記載され(MatsuiandMiyazaki，1984)，石
川県と富山県に分布し環境庁の指定した絶滅
危倶種に指定されている（環境庁編，1991)。
今回，富山市内のホクリクサンショウウオの
産卵状況及び卵数・卵嚢の形態について報告
し，併せて1980年代前半と1990年代前半とを
比較した生息環境の変化についても報告する薯
調査地域及び方法
調査地域は，富山市西部の三熊地域の丘陵
の一部（西側）及び呉羽丘陵である（図l）。
前者は富山県中央部の射水丘陵の東に位置し≦
後者は，前者から富山平野に突き出た長さ約
7km，幅1km程の狭い丘陵であり，最高標高
は呉羽丘陵城山の145mである。いずれの丘陵
にも，コナラ，アカマツ等が生える二次林が
発達する。また，三熊地区には多くの谷が見
られ，谷をせき止めてつくられたため池が散
在する。谷は水田に利用されている部分が多
く，特に支流にあたる狭い谷の水田は放棄さ
れ湿地になっている。ホクリクサンショウウ
オの産卵は，このような湿地で行われること
が多い。調査は主に，1981年から1983年及び
1992年から1993年に行った。調査地点で産卵
状況を記録し，確認した卵妻は，長さ及び幅
を計測し，卵数，卵の発生段階を沢野(1943〉
により記録し，肉眼で卵饗表面の状態を観察
した。卵製の計測方法は，Nambu（1986）の
方法と同じである。
図1ホクリクサンショウウオの卵批が確認された地点（産卵場所〉
調査結果
1．産卵状況
ホリクサンショ
ウウオの卵嚢が確
認されたのは図l
に示す地点である。
代表的な産卵場所
の産卵状況を以下
に述べる（図2，
3）。なお，1981年
に行った調査地点
2の産卵状況等は
すでに報告し（南
部，1982)，1992年
から1993年の呉羽
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丘陵の調査結果は別途
報告したので（南部・
福田，1994)，本報告で
の呉羽丘陵の調査結果
は概要を述べるにとど
める。以下の調査地点
番号は図1の番号と対
応する。
5（6）4（2）3（3）2（2）l（3〕
?「?
＜呉羽丘陵＞
調査地点1：谷の下流
部の湿地である。1982
年に卵嚢2対，1993年
に8対を確認した（図
3D)｡流れはほとんど
ない。卵嚢確認地点で
の卵嚢数は，l対が2
地点（図3Dの地点1
3），3対が2地点(地
点2，4）である。
調査地点2：調査地点
5m
L
Cノl’。”‐
1(2)2（1）
L l
1の谷の源頭部にある
大きさ3m×3mの水
たまりである。流れは
粁少人吟か1，、，QQ1,fF図2
1m
1 1
ほとんどない。1981年lXl2ホクリクサンショウウオの産卵状況（1）
Aは図lの調査地点12，Bは調査地点11,Cは調査地点3である。斜線は山
の調査で26対（図3
の斜面を表す。黒丸は卵誕の確認地点を示すが，括弧内の数字は，確認卵蕊
G：詳細は南部，1982数（対）を示す。細い矢印は，水の流れる方向を示す。
参照)，1983年に11対，1992年の調査で4対，点（地点l）であった。
1993年に3対の卵嚢が確認された。なお，本卵嚢の付着点とその地点の水深との関係を
地点は，富山県でホクリクサンショウウオが 示すと，地点lと3が3clnと5cm，地点2と
最初に発見された場所である（南部，1982)。4が4.5cmと7cm，地点5が3.5cmと7clnであ
調査地点3：山中より流れ出た水がつくる水った。
たまりで，1982年3月16日に2箇所でそれぞこの場所では，1983年3月10日から4月1
れ3対の計6対を確認した(図2C)。2箇所日にかけ，卵嚢が16対確認されている（田中・
は約20m離れ，水温はそれぞれ9.8℃（上流1986)。
側)，l22oC（下流側）であった。2箇所とも1993年には卵異は確認されずオス2個体が
流れはほとんどない。確認された。｜隣接する谷で1993年に卵嚢1対
図2C中の卵嚢確認地点の卵嚢数は，l対を確認した。
が4地点(地点2，3，4，5），2対がl地調査地点4：山麓部から惨み出した水がつく
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調査地点5：1983年3
月11日調査（水温
7.4℃)。溜め池の下に
発達する湿地内の幅50
cm～1．4mの水たまり
で，近接して3対の卵
嚢が確認された。卵妻
付看点の水深とその地
点の水深はそれぞれ
7.5cm，14.8cmであっ
た。
調査地点6：1983年3
月17日調査（水温
9.1℃)。溜め池の下に
発達する湿地内の幅
80～220cm，長さ約15
m，水深4～6cmの水
たまりで，2地点で3
対と1対の計4対の卵
嚢が確認された。
調査地点7：1983年3
月22日調査（水温
87℃)。谷合の湿地内
の大きさ50Cl､×45cm，
水深2()cn'の水たまりで、
?、?????
?????
l（3）
2（1〉
3（l〉4(3)一→
5m
l霊
11｡蔦
L、L--
2(誰
llm I
図3ホクリクサンショウウオの産卵状況（2）
Dは図1の調査地点1，Eは調査地点8，Fは調査地点9，Gは調査地点水深2()cnlの水たまりで
2である。黒丸は卵嚢の確認地点を示すが，Gの黒丸は全てl対である。近接して卵饗5対を確
認した。
る水たまりである。1992年4月4日及び4月調査地点8：1983年3月11日調査（水温
7日に計12対の卵巽を確認した。その後，道8.5℃)。谷の湧水がつくる幅70cm程の水たま
路工事のためコンクリート製の側溝が設置さりである(図3E)。卵嚢は図3Eの地点lで
れ，産卵場所は失われた。1993年2月27日に2対，地点2で3対の計5対が確認された。
は，オスl個体，メス3個体を確認したが， 卵嚢の付着点とその地点の水深との関係は地
同年3月31日には，オス，メス，卵嚢とも確点lで13cmと17cm，地点2で2cnlと4cmであ
認できなかった。また，1992年及び'993年にった。流速は，地点lで毎秒5cmで，地点2
は,約100m離れた溝でメスや幼生が確認されでは流れはほとんどなかった。
ている。これらの地点は，1992年の調査で初調査地点9：1983年3月12日調査（水温
めて確認した地点である。8.0℃，気温15.0℃)。大きさ1．5×1.5m，水
深73cmの人為的に掘られた水たまりである
く三熊地内の丘陵＞（図3F)。水の流入口と出口はあるが，流れ
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はほとんどない。卵嚢は水際の草の根元及び
水底の枯れ草等に産みつけられていた。
卵嚢は図3Fの7地点で計10対確認され，
各地点の卵狸数は，l対が5地点（地点2，
3，4，5，6），2対がl地点（地点7），
3対がl地点（地点1）である。卵嚢の付着
点とその地点の水深との関係を示すと，2()cIn
と57cmが2地点(地点l及び2），35cnlと57cIn
が1地点（地点3），60cnlと73cmが1地点（地
点4），水底（73cnl）が3地点（地点5，6，
7）であった。このような深い産卵場所は例
外的である。
調査地点10：1983年3月15日調査（水温
7.8℃，気温8.2｡C)。谷合の大きさ約30m×30
mの湿地で，卵嚢1対を確認した。
調査地点11：1983年3月8日調査（水温
7.0℃，気温6.0℃)。大きさ14m×11.5mの谷
合の休耕田の湿地で，流れはほとんどなく，
足を踏み入れると沈み込む(図2B)。卵批は
図2B中の地点l及び2でそれぞれ4対の計
8対を確認した。地点lの水深は5cn1であり．
地点lと2は1.7m離れている。この湿地とは
別の上流と下流の湿地でも，卵嚢がそれぞれ
l対と5対確認されている。
調査地点12：谷の下流にある湿地へ流れ込む
幅50～80cmの小川であり，片側は山の斜面と
なっている(図2A)。調査を行ったのは長さ
18mの範囲である。図2Aの地点1から5は
1983年3月16日に，地点6から9は同年3月
9日に調査し，水温は両日とも6.5℃であっ
た。
9地点で計25対の卵挫が確認され，図2A
中の卵製確認地点での卵愛数は，l対が2地
点（地点6，7），2対が2地点（地点2，
4），3対が3地点（地点1，3，9），4対
が1地点（地点8），6対が1地点（地点5）
である。
卵嚢は，地点1から5は水際の草の根元に，
地点6から9は水中の枯れ枝等に付着してお
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り，いづれの卵嚢も外部からは見えない位置
にあった。小川の中央部の水深は14～l9cI11で
あった。卵嚢を確認した9地点の卵嚢の付着
点の水深は，4～18cmであり，卵嚢付着点の
水深及びその場所の水深は，地点lがlOcl,,と
l4cnl，2が8cmと14cm，3が5cmとl4cln，5
が4cmとl5cln，6が10clllとl6cll1，7がl8cnlとl8
cln，8がl3cinと16cm，9がl5cnlと19cmであっ
た。
流速は，地点lから5の小川中央部の水面
で，毎秒4cnl，地点6，8，9の水面では毎
秒6.3cnl，地点7は毎秒5cnlであるが,卵典の
付着点付近は草の根や枯れ枝等があるため，
水面よりはかなり遅くなっていると思われる＝
調査地点13：1983年3月16日調査（水温
7.0℃)。沢にある大きさ約80clll×80cmの水た
まりで,卵異1対を確認した。卵嚢付着点の水
深とその地点の水深はそれぞれ9cmと16cm，
流速は毎秒1.7cn,であった。
卵饗は10cm程の間に近接して産みつけられ
る場合が多く，三熊地内の9調査地点中の扉
嚢が確認された27地点の内，近接して2対が
産みつけられていた地点数は4地点，3対が
7地点，4対が3地点，5対･がl地点，6対
が1地点であり，残りの11地点は1対であっ
た。
大部分の卵嚢は水中の落ち葉や枯れ枝，水
際の草の根元に隠れて産みつけられ外からは
見ることはできないが，調査地点9の水底に
ある卵奨は外から確認することができた。三
熊地内の9調査地点内の卵巽の付着点の水深
が確認できた21地点のうち，付着水深が(）
～10cmは11地点，llcnl～20cmが5地点，31cm
～40cInが1地点，51～60cI11が1地点，71～80
cnlが3地点であった。
卵嚢は，水中にある枯れ枝やヨシ等の草の
茎のような円柱状のもの，落葉樹の葉の表面
や水際の草の根のようなものに産みつけられ
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表l卵嚢の長さ及び幅4，6）。調査地点8も森林の伐採や道
路建設が進んでいた。小杉町側の調査
燕Ⅳは行っていないが,この地域を含む丘長さ(､､） 幅(m､）
64105.8±222(lOl-ll3）13．3±0.74(11-15）陵地は，ホクリクサンショウウオの絶
72112.0±0（112-112）16．5±0.35(16-17）
好の生息地であったと思われる。この98121.0±6．82（89-142）14．8±0.61(13-18）
1020128.4±666（70-171）138±052(11-18）ように，ホクリクサンシヨウウオの生
1134119.2±4．55（60-175）13．9±0.36（9-17）
12161266±5.64（96-170）14．3±0.62(10-18）息地は，1980年代前半と比較すると，
｜職淵洲確実に狭まっている。
138139．4±11.67(104-197）
152126±O（126-126）
184155．0士2．50(150-160）14．0±0.50(13-15）
202167±4．24(161-173）14.0±0（14-14） 3．卵嚢の形態，卵数等
212190．5±460(184-197）18．5±0.35(18-19）
2321525±6.72(143-162）15．0±0（15-15）卵巽は透明で卵が透視でき，羊の角
242110士7．07(110-120）13．5±0.35(13-14） のような形をしている。表面には横雛
2510162.8±10.93（85-225）14．0±0.87(11-20）
264185.3±13.23(156-215）19．0±061(18-21）が認められるが，佐藤（1943）が報告
2710195.1士4．33(176-214）17．7±0.43(16-20）
しているトウホクサンショウウオに見
286192．2±20.87(131-262）16．2±0.60(15-19）
292252.7±21.52(200-281）15．0±0.47(14-16）られるような規則正しい縦条は見られ
304192．5±9．45(165-216）15．8±0.41(15-17）
なかった。314168±3．26(162-179）16．5±0.43(15-17）
324140．5±5．20(125-150）14．3±0.41(13-15） 卵嚢の巻き数は,183個の調べた卵嚢
3412181.1±6．25(133-220）14．1±0.28(12-16）
3512193.4±3.35(178-210）15．6±0.30(14-17）のうち（1982年の調査地点1，1983年
隅圭淵側の調査地点2及び調査地点3～9，364195.0±6．03(195-220）3710178.1±10.80(117-214）
386209.6工5.21(196-235）15．7±q38(14-17）10～12の卵奨)，2.0回巻くものが95個
1981年の調査地点2及び調査地点3～l()，11～12の値から求（51.9％）で最も多く，次いで2.5回が
めた。長さ及び幅は，平均値±標準誤差(最小一最大)で示し42個（23.0％）であった。その他は，
た。 3.0回が25個（13.7％)，1.5回が11個
ている。三熊地内の9調査地点内の付着物を（8.2％)，35回が6個（3.3％）であった。
確認できた75対の卵嚢のうち，直径の計測で卵嚢は，卵の発生段階が進むにしたがい長
きる円柱状のものでは，l～511Ⅲ]が3()対隻，6さが長くなる傾向がある（表1）。調べた206
～lOInmが14対，11～15mmが8対であった。薄個の卵嚢の内，各発生段階でl()佃以上の卵妻
いものに付着していた卵嚢は4対確認し，そが見られた場合の卵愛の長さと幅の平均値は‘
の付着物の幅はl～4cmであった。草の根にst,10では，長さ128.4mm，幅13.8IlIn，st,11で
付着していた卵巽は，17対確認した。水底のは，119.2mm，13.9111,,st､12では，126.6nlm，
泥の上では2対確認した。14.3,,,st､25では，162.8mm，140,1m，st､27
では，195．1，，，17．7mm，st､34では，181．1
2．産卵場所周辺の環境変化mⅢ,14.1mm,st,35では,1934mm,15.6mm,st､37
呉羽丘陵で1992年に新たに確認した調査地では，l781mn1，16.21Ⅲ11である。
点4の内1箇所は，道路工事によって産卵場各調査地点の卵数を表2に示す。一腹（1
所が消失した。三熊地内では，198()年代前半対)卵数の10地点の平均は，84.9個（N＝85）
に確認した調査地点の内，調査地点5，6，であった。5対以上の卵拠が確認できた10調
7は，1992年の調査の結果，ゴルフ場の建設査地点中の11の平均値の内，最大は1217個
により産卵場所及び周辺の林は消失した（図（調査地点3），最小は61.2個（調査地点6）
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表2調査地点別の－1哩卵数，l卵批中に含まれるﾘ'1数及び死卵数が3個（1.6％)，40～35％
が2個（1．1％)，45～40％
が1個（0.5％)，45～50％調査地点'）N一腹卵数2）N1卵批中の卵数3）死卵数4）
及び年（％）が1個（1.1％）認められ
’19822108．0±2．12(lO5-lll）454±2.47(49-62）0 た。
119936112．3±11.34（67-115）1256‘2±4.38(23-80）5．3 卵径は，l対の卵蕊中に
219812687．6±3．21（43-115）5243．8±1.23(21-59）－
219823109±1．63(lO5-lll）745．6±0.83(43-50）1．6 含まれる卵10個の平均値
219831196，5±4．84（68-118）2248．3±2.05(25-62）0．8
（､Ⅲ）で示すと（付表2），319826121．7±7．24（92-149）1260．8±2.81(41-78）0
4199261013±9.84（62-131）13502±3.74(28-77）3．2st,9では，4対の卵拠中の
51983354±4．97（44－65）627±1.76(22-33）O
卵でそれぞれ，2.80,2.8461983961．2±4.0（40－82）1830．6±1.59(14-43）5．8
71983591．6±453（77-lo2）10458±1.93(34-55）0.92.97,3.121Ⅲ11であり，st,10
81983572．6±7．28（42‐90）1036．3±2.85(20-45）3．0
91983781．6±5．21（66-102）1440．8±214(30-56）4．0 では，6対で289，2．94，
1119831385．2±3.16（64-107）2642．6±1.27(27-57）4．22．97，3．00，3．03，3.()81,,Ⅲ
1219832483．1±3．59（40-110）4841．6±1.4（13-58）1．4
，st,11では8対で，2.63,
平均5）8584．9±2．30（40-149）17142．3±0.88(13-78）2.1％
2．80，2．82，2．92，2．94，
l）：地点は図lに対応する。2）、3）：平均値±標準誤差（最小一最大）で示3．05，3．11，32()111m，st,l2
した。4）：各調査地点の総卵数に占める死卵数の割合（％）を示す。5)1982では，7対の卵愛中の卵で，
年の調査地点2を除く1982年から1983年の調査地点1-9,11-12の平均。
2．94，3．03，3．11，3．12，
3．16，3.19,3.2211Ⅲ1，st,13
であった。全てのデータの内，一腹卵数の最では3対隻で，2.77,2.82,3.181Ⅲ11であった。
小は40個(調査地点6，12)，最大は149個(調なお，各調査地点別の卵製の大きさ，卵数
査地点3）であった。l()地点のl卵嚢中に含等のデー タは付表1に示した。
まれる卵数の平均は，42.3個（N＝171）であ
った。10個以上の卵挫を確認できた10調査地4．その他の特記事項
点中の11の平均値の内，最大は60.8個（調査調査地点2では，1981年にホクリクサンシ
地点3），最小は3().6個（調査地点6）であっヨウウオの越冬幼生が確認され（南部，
た。l卵嚢中に含まれる最大の卵数は，80個1982)，1992年の調査でも確認されたことよ
(調査地点l），最小は14個（調査地点6）でり，この地点の幼生は，毎年越冬していると
あった。総ﾘ'1数に占める死卵数の割合は，10思われる。調査地点5では，1981年12月4日
地点の平均で2.1％であった（表2）。5対以（水温7.5℃，気温9.8℃)に越冬したと思われ
上確認された各調査地点のうち，死卵数の割る全長81mmの大型幼生l個体が確認された
合の最大は5.8％(調査地点6），最小は0.9％（図7）。保冷庫内で，10℃前後で飼育した結
であった（調査地点7）。果，数日後に変態した。この個体は，野外で
1卵嚢中の死卵数は，187個の卵嚢の内の変態直前の幼生の大きさが約40mⅡ](Nambu．
(1993年の調査地点1，1983年の調査地点2，1986）であることを考えると極めて大型であ
及び調査地点3～l()，11～12)，死卵のないもる。なお，他の地点では越冬幼生は確認され
のが123個（65.8％）あり，5％以内が39個ていない。
(20.9％)であった。その他，5～10％が12個調査地点2では，1982年2月23日（水温
(6.4％)，l()～15％が5個(2.7％)，15～20％75℃，気温7.5℃）に，最も早く出現したと
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図4調査地点5の全景（1981年12月4日撮影》
図5調査地点6の産卵場所の湿地(1983年3月17日
撮影）
思われるオスを確認し，3月4日（水温
9.5℃，気温19.0℃)に，産卵まもない卵挫を
初めて確認した。1983年3月8日（水温
9.0℃，気温2.6.C）には，オスだけ3個体を
確認し,同年3月10日(水温9.2℃,気温7.4℃）
には卵嚢4対，3月15日（水温9.5℃，気温
7.5℃）には卵蕊計7対，3月23日（水温
98℃，気温10.6℃)には卵嚢計10対を確認し
た。このことや，各調査地点の卵の発生段階
より，富山市におけるホクリクサンショウウ
オの産卵期は，2月下旬から3月と思われる．
調査地点4では，1992年4月21日（水温
14.5℃，気温14.0.C）に，僻化直前の卵が含
まれる卵蕊の周辺で，最後まで残っていたオ
スl個体が確認されたが，これは，産卵場所
にオスがとどまっていた筆者が確認した記録
の中では，最も遅い記録である。
呉羽丘陵では，1950年にクロサンショウウ
オの産卵（卵嚢）が確認されている（南部．
11
''''''''''''''''''''1lllllll
図6調査地点5で発見された大型幼生(1981年12月
4日撮影）
福田，1994)。1980年から呉羽丘陵及び三熊地
内で行っている調査では，ホクリクサンショ
ウオ以外のサンショウウオ科のサンショウウ
オは確認されていない。
摘要
l）富山市西部の丘陵で，1981年から1983年
及び1992年から1993年にかけ，ホクリクサ
ンショウウオの生息調査を行った。
2）産卵を確認した13調査地点のうち，3地
点は産卵場所及びその周辺地域が消失し，
l地点は林の伐採等が進行中であり，l地
点は産卵場所が消失した。
3）産卵時期は，2月下旬から3月であると
推測された。
4）産卵は，谷の湿地等で行われ，l産卵場所
当たりの最大確認卵嚢数は26対であった。
5）卵嚢は大部分が外からは見えず，直径l
～15Ⅱ'､の枯れ枝等に産みつけられる場合が
多い。
6）卵嚢付着点の水深は，0～20cmの場合が
多い。
7）卵嚢確認地点の水面の流速はほとんどな
い地点が多いが,最も早い地点では毎秒6.g
cmであった。
8）卵嚢は，透明で卵が透視でき，2.0回巻く
ものが多く，卵狸の長さと幅の平均は，
st,11で’119mmと14mm，st,35で193mmと16mm
であった。
南部久男
9）10産卵場所の一腹卵数の平均は85個で，
最小は40個，最大は149個であった。
l()）l卵嚢中の卵数の平均は，423個で，最
小は14個，最大は80個であった。
11）卵径は，1対の卵製中に含まれるst､11の
卵の平均値で，最小2.631Ⅲn，最大3.20,Ⅲで
あった。
12）10産卵場所の総卵数に占める死卵の割合
は，2．1％であった。
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付表1各地点の産卵場所の卵嚢の大きさ，卵数等
調査地点2:1982年3月9日調査地点l:1982年3月16日（訓査日皇
卵数死卵数卵の卵嚢の
数差合計数割合(%)雛巻き数
卵嚢卵嚢(､凧）卵数死卵敵懸繕&
駕長さ幅数遷合計数割合(%)段階
卵嚢卵嚢(m､）
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???
00
00
??
???821：
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???
3105 3105
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2
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1．5
13
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00
1．5
1．5
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3
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3105
調査地点l：1993年4月2日
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???
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卵嚢(m､）卵数死卵数
???
ﾘ'1のリ'1愛の
発生稚き数
段階
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訓近地点2：1983年3月23匡
???
69．1
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卵の
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老き数
????
59
41
1016.9
512．2
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2.3 00
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調査地点2:1981年4月1日 19016
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長さ輔数差合計数剖合(%)段階
00??
00
12．412-1鳥
169
164
?｜? ????【?、??、
1599
'65］3
?? 1472
204l3
ZO213
851Z
???
00
00
??
?】
109
15511
2
16012
???．．，?????
’1l藍
951440
9 08心
’011540
1．5
1．514213
??
??
1183
2．0
22.匠
10512
???
00
00
13016
7
』
10812'0014
1塁 23-24 、???
'2013 1169
???
00
11．．蓬
611翼
17014
?????
12210
25-21，i,.．．16013
洲盃地点3：1982年3月16雪18012
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'8015 ﾘ11嚢卵愛(m､)''1数死卵数卵の卵逆の
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701を 調査地点4：1992年4月4日
150
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????
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41 瀕
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卵嚢(､）卵数死卵数難潅爵
長さ幅数差合計数割合(%)段階
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20013 卵嚢中央部の卵列は､対番号6が3列､他は2列であった:．
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???
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(付表l）
調査地点5：1983年3月i11塁 調盗地点9：1983年3月12罷
卵誕311嚢(､､）卵数死卵数卵の卵愛の
発生老き数駕長さ帆数差合計数割合(%)段階難耀胤段階
卵嚢(､､)卵数死卵数
蕊 長さ相数差合計数制令(%）
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11.茎
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と■写
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???
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No.2~No.9は､lZIlBに対応する。
調査地点l2a(~「流ⅢI｣）:1983年3月9重
湖査地点8：'983年3月’1壷
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付表2ホクリクーリーンシヨウウオの卵径(付表l）
調査地点l2b（上流UIll）：1983年3月16日 調査地点番号
及び卵嚢の
対番号'）
卵径
蕊N獲爵卵嚢(､､）卵数死卵数 鯉段階
????
平均値±標準誤差
（鎧小一品大）幅数差合計数割合(%＞長さ
'2雲'3糾
凸･U
114
122
???
12．4
26.弓
'082
2.79±0.02（2.66-2.86＞
2.72±0．01（2.66-2.79）
2.79±0.01（2.72-2.86》
2．92±0．02（2.86-3.03＞
2.79±0．01（2.72-2.86＞
2.80±0．01（2.76-2.86＞
2.84±0.02（2.76-2.90＞
2.97±0．01（2.93-3.03＞
3．12±0.01（3.03-3.17＞
2.89±0.02（2.83-3.00＞
2.94±0．01（2.86-3.00や
2.97±0．02（2.90-3.10＞
3.()6±0．02（3.00-3.17；
3.03±0．02（2.97-3.10＞
3.08±0．01（3.03-3.14＞
2.63±0.02（2.55-2.72》
2.80±0．02（2.72-2.93〉
2．82±0.01（2.76-2.86＞
2.92±0.01（2.90-2.97＞
2.94±0.01（2.86-3.00＞
3.05±0.03（2.93-3.24､
3．11±0.01（3.00-3.17〉
3.20±0.02（3.10-3.31＞
2.94±0.01（2.83-3.00》
3.03±0．02（2.93-3.17〉
3．11±0．02（3.03-3.21＞
3．12±0．01（3.10-3.17》
3．16±0.01（3.14-3.21＞
3．19±0．01（3.10-3.24＞
3.22±0．02（3.14-3.31＞
2.77±0．01（2.72-2.83＞
2.82士0．01（2.76-2.86:；
3．18±0.01（3.14-3.24〉
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00 27-28：I
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7
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00
12.量
34-35剛40
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5鍵
'296訓-35蕊
00
00
??
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8
185??
，R
34-35粥
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205
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????『』105
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15塁
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00
00
15417 42
両185
五J15316
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???
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48.香
117
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貝
』
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12215
00
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ワ心
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???????
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（??143賑
'5
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49言
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???
00
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l）付表lに対応する。調査地点2は1983年調査蓬
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